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As global markets face an increasingly complex environment, marked by economic uncertainties and shifting consumer 
demands, the food and beverage (F&B) sector must stay adaptable and forward-thinking. U.S. companies involved in 
exports are well-positioned to leverage these evolving trends to remain competitive and drive growth. Here are four major 
trends that are set to shape the industry in 2025 and the years to come.

1   Redefined Health and Wellness
Worldwide interest in health and wellness is evolving as GLP-1 weight-loss medications like Ozempic and Zepbound 

gain popularity. These drugs have triggered a shift in consumer focus toward monitoring blood sugar and hormonal 
balance, two essential health metrics for GLP-1 users. This presents a prime opportunity for U.S. exporters to cater to 
international markets that are increasingly embracing the concept of “food as medicine.”

According to Mintel’s 2025 Global Food and Drink Trends report, functional food ingredients are also taking center 
stage, with consumers increasingly demanding foods that deliver tangible health benefits. Products featuring nutrients 
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4 Food and Beverage Trends 
TO WATCH IN 2025
2025年に注目すべき
4つの食品・飲料トレンド

経済の先行きが不透明で消費者のニーズが変化している中、世界市場はますます複雑な環境に
直面しており、食品・飲料セクターは適応力や先見性を維持しなければなりません。輸出に携わ
る米国企業は、こうした変化し続けるトレンドを生かし、競争力を維持しながら成長を促進でき
る有利な立場にあります。以下に、2025年以降の業界の方向性を定めると見込まれる4つの主
要なトレンドを紹介します。

ヘルス＆ウェルネスの再定義
「オゼンピック（Ozempic）」や「ゼッ

プバウンド（Zepbound）」のようなGLP-1受
容体作動薬（肥満症治療薬）が普及する中、ヘ
ルス＆ウェルネスに対する世界的な関心が高
まっています。これらの薬剤により、消費者
の関心は、GLP-1ユーザーにとって重要な2
つの健康指標である血糖値とホルモンバラン
スのモニタリングに向かうようになりました。
このことは、「食薬」という概念を受け入れつ

つある国際市場に対応する絶好の機会を米国
の輸出業者にもたらしています。

ミンテル（Mintel）が発表したレポート「2025 
Global Food and Drink Trends」によると、機
能性食品成分もまた注目を集めており、消費
者は具体的な健康メリットをもたらす食品を
ますます求めています。
（2ページ目に続く）
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タンパク質、食物繊維、ビタミンなどの栄養素を含む商品は、健康
志向の消費者だけでなく、そうした栄養素のメリットを分かりや
すく伝える表示を求める消費者にも訴求します。

肥満症治療薬以外にも、機能性食品のトレンドが拡大する見込み
です。消費者は、ホリスティックウェルネスの習慣にふさわしい
栄養豊富な商品を求めています。米国の輸出業者は、特に専門的
なサプリメントの複雑さがない予防的な健康メリットを求める海
外消費者のニーズに応える低GI商品や健康志向食品を開発すれ
ば、この機会を生かすことができます。

消費者の優先事項の対立
今日、健康志向の消費者が多い一方で、嗜好品や利便性を

優先する消費者も多く、ほとんどの消費者にとって、これら3つの
分野はいずれもある程度重要です。その結果、矛盾するような嗜
好が混在する現象が起こり得ます。ミンテルのレポートでは、こ
のトレンドを「ルール破り」と呼んでおり、消費者が従来の食事ル
ールを自由に破り、嗜好品と健康食品をバランス良く組み合わせ
たより柔軟なアプローチを取っていることを示しています。これ
に伴い、タンパク質を豊富に含むブラウニーや、スーパーフードを
取り入れたチョコレートバーといった商品も生まれています。

このトレンドは、個人の嗜好にとどまらず、インフレやサプライチ
ェーンの制約の影響を受ける広範な市場ダイナミクスにまで及ん
でいます。世界中の消費者が、品質を損なうことなく、ますます価
値を求めるようになっています。利便性を重視するセクターの中
でも、特に食料品のオンラインショッピングが急速に拡大してお
り、インスタカート（Instacart）やドアダッシュ（DoorDash）など
のプラットフォームでも補助的栄養支援プログラム（SNAP）を利
用可能になったことから、宅配サービスの導入がいっそう広がっ
ています。米国の輸出業者にとって、Eコマースプラットフォー
ムとの提携の拡大は、国際市場で商品のアクセス性と認知度を高
めるための戦略的な手段となり得ます。

優先事項の組み合わせは、手頃な価格のプレミアム商品に対する
需要の高まりにも反映されています。特にベトナムのような新興
市場で所得格差が拡大する中、消費者はコスト効率と品質に優れ
た商品に関心を示しています。米国の輸出業者がそれらの成長市
場に参入する上で、消費者にお得感と高級感の両方を提供できる
RTE（ready-to-eat）食品やスナックが役立つでしょう。

フードテックの進歩
世界の食品・飲料業界の発展は、気候変動、食料不足、消費

者需要の変化に対処するための技術革新によってますます後押し
されています。そうしたトレンドの一つがリジェネラティブ農業
（環境再生型農業）で、土壌の健全性と生物多様性を回復するため
に持続可能な農業技術を重視しています。米国企業は、特に持続
可能性を優先する市場で訴求力があるリジェネラティブ農業で生
産された商品を提供することで、このトレンドを反映できます。

同様に、代替タンパク質や精密発酵の分野の成長は、差別化の新た
な機会をもたらす可能性があります。消費者は、植物由来食品、培
養肉、さらには食用昆虫由来のタンパク質など、新たなタンパク質
源にいっそう関心を示すようになっており、米国輸出業者にとっ
て、エシカル商品やサステナブル商品の需要が高い市場にそれら
の食品を導入する機会が広がっています。

4つの食品・飲料トレンド 続き

今日、健康志向の消費者が多い一方で、嗜好品や利
便性を優先する消費者も多く、ほとんどの消費者にと
って、これら3つの分野はいずれもある程度重要です。
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食品生産における3Dプリント技術の活用も急速な進歩を遂げて
いる分野の一つで、植物由来のシーフードや代替肉のような革新
的な商品を開発している企業があります。こうした技術によって
さらに高度なカスタマイズが可能になり、企業は市場ごとのニー
ズに合わせて風味や食感を変えることができます。このような適
応力は、米国の輸出業者が多様な国際市場に進出する際に独自の
優位性をもたらすでしょう。

AIの統合と自動化
世界の食品・飲料業界が、広範にわたるサプライチェーン

の混乱、労働力不足、運用コストの増加に直面する中、生成AIと自
動化が企業における効率化とコスト削減に必要不可欠なツールと
なりつつあります。ミンテルのレポートでは、AIによって商品開
発から在庫管理まであらゆる面に変革がもたらされている状況が
明示されています。米国の輸出業者は、AIを活用した物流やサプ
ライチェーン管理に投資することで、出荷の遅延などのグローバ
ルな課題に関連するリスクを軽減できます。

小売業と飲食店のセクターでは、AIを活用した技術によって顧客
体験がすでに向上しています。クイックサービスレストランは、
ドライブスルーにAIを導入し始めており、注文処理の最適化と待
ち時間の短縮を実現させています。さらに、AIによって、在庫ニー
ズの予測や、需要の季節変動への対応など、バックエンド業務の効
率化を図ることができます。より多くの企業が自社のプロセスに
AIを導入していくと、さらなる革新の可能性が広がります。こう
した技術を採用する米国の輸出業者は、効率性の向上や、世界市場
の変化への対応力強化が可能になります。

このような自動化は、小売業や飲食店に限ったことではなく、物流
セクターや倉庫セクターにも変革をもたらしています。例えば、
ウォルマート（Walmart）は、配送センターにおける自動化をさら
に進めており、他の大手輸出業者もこの流れに追随するはずです。
企業は自動化システムによって、人件費の削減だけでなく、より大
量の商品のより正確な処理が可能になります。来年の成長機会を
模索している米国の輸出業者は、自動化を通じて業務の柔軟性を
高め、市場投入までの時間を短縮することで、競争力を得られる可
能性があります。

2025年に向けて、これらの4つのトレンドは、世界の食品・飲料セ
クターにおける適応力と革新の必要性を示しています。消費者の
優先事項の変化に対応し、最先端技術を活用すれば、米国の輸出
業者は競争の激しい国際市場で成功を収められる地位を確立す
ることができます。
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ノーブランドからグルメへ：
食品・飲料におけるプライベートブランドの進化

プライベートブランド商品は、かつてはノーブランドで、ナショナルブラン
ドの安価な代替品と認識されていましたが、多様な消費者の嗜好やライフ
スタイルに対応する洗練された高品質の商品へと進化しています。この進
化によって、国内市場が再形成されているだけでなく、世界の食品輸出セク
ターにおける米国企業に大きなチャンスがもたらされています。

プライベートブランド商品は、ストアブランド商品としても知られており、
近年著しい成長を遂げています。ミンテルのデータによると、米国におけ
るプライベートブランドの食品・飲料の売上高は2022年に15.5%増加し、
食品・飲料の売上高全体の19.2%を占めていました。この成長を推し進め
た要因は、食料品価格の上昇、消費者行動の変化、プライベートブランド商
品の強化を目的とした小売業者による戦略的取り組みなどです。

プライベートブランドにおいて最も注目すべきトレンドの一つは、プレミ
アム化へのシフトです。小売業者は、高品質で革新的な限定商品を提供す
るプレミアムプライベートブランドを展開しています。このシフトにより、
プライベートブランドの認識が、低予算の代替品から望ましい憧れのブラ
ンドへと変わりつつあります。例えば、ウォルマートが発表した「ユニーク
リー J（Uniquely J）」ラインは、都市部のミレニアル世代をターゲットに、
環境に配慮した社会的意識の高い商品を提供しています。使用する原料は
植物由来で、米国農務省によるUSDAオーガニック認証と、国際フェアトレ
ード認証を受けています。

消費者の嗜好と市場ダイナミクス
プライベートブランドのブームの中核を成しているのは、消費者の嗜好で
す。買い物客はますます、手頃な価格と優れた品質を兼ね備えた最もお得
感のある商品を求めるようになっています。最近の調査によると、消費者
の83%がナショナルブランドよりプライベートブランドの方がお得であ
ると考えており、85%はプライベートブランドの品質をナショナルブラン
ドと同等かそれ以上であると認識しています。さらに、消費者の94%が、プ
ライベートブランドは自分のライフスタイルに合った商品を提供している
という点で、ナショナルブランドと同等かそれ以上であると考えています。

このような消費者の信頼感は、さまざまなカテゴリーにわたるプライベー
トブランド商品の売れ行きに反映されています。例えば、ニールセン
（Nielsen）のデータによると、プライベートブランドの販売数量は、サラダ
ドレッシング（+6.0%増）、塩味スナック（+4.0%増）、ラップ／トルティー
ヤシェル（+12.1%増）、ディップ／スプレッド（+3.2%増）で大幅に伸びて
おり、これらのセグメントではしばしばナショナルブランドを上回ってい
ます。

プライベートブランドの成長と進化を後押しする主要トレンド
持続可能性とエシカルソーシング：消費者（特に若い買い物客）は、購入する
商品が環境や社会に与える影響にますます関心を持つようになっています。
ミンテルによると、18～ 34歳の買い物客の30%が、サステナブルソーシン
グを特徴とするストアブランド商品をより多く購入しています。

それに対してプライベートブランドは、サステナブルソーシングやエシカ
ルソーシングによって調達した原料を取り入れることで対応しています。

公認ホリスティック栄養士兼カナダ健康食品協会マーケティング＆コミュ
ニケーションズ担当バイスプレジデントであるリンゼイ・ウォーカー
（Lynsey Walker）氏は次のように述べています。「プライベートブランドに
おいて成長が著しい面の一つは、ホールフーズ・マーケット（Whole Foods 
Market）の「365」ラインが国際フェアトレード認証やレインフォレスト・
アライアンス認証を取得しているように、第三者認証を取り入れているこ
とです。」

ヘルス＆ウェルネス：より健康的で栄養価の高い食品に対する需要も高ま
っています。消費者の約83%がより健康的なライフスタイルを求めてお
り、70%がより健康的な食品選びに力を入れています。プライベートブラ
ンドは、ヘルス＆ウェルネスを促進する機能性成分を含む商品を提供する
ことで、このトレンドに乗じています。

利便性と革新：現代の消費者の忙しい生活を背景に、便利なRTE（ready-to-
eat）食品やスナックの需要が高まっています。プライベートブランドは、
この需要に対応するため、持ち運びができる食品や革新的なパッケージソ
リューションに注力しています。また、ラップ、フィルム、パウチなどの軟
包装の使用がますます普及しています。

料理の多様性：世界の料理の影響がプライベートブランドで顕著に表れて
います。消費者は、多様な料理文化を反映した、大胆でダイナミックな風味
の組み合わせを求めています。小売業者は、そうした冒険的な味覚に応え
る商品を導入することでそれに対応しています。

プライベートブランドの食品・飲料市場は、RTE食品や健康志向のスナッ
クなどのセグメントで競争力の高い企業が増加したことで、世界的に著し
い成長が見込まれています。

RTE食品市場の成長の大きな原動力となっているミレニアル世代は、特に
大きな影響力を有しています。米国では、ミレニアル世代の人口は約7,590
万人と推定され、総人口の23.3%を占めています。便利で高品質な食品を
好むこの世代が、国内外の市場トレンドを形成しています。

米国輸出業者の戦略上のポイント
プライベートブランド商品の輸出を検討している米国企業は、まずターゲ
ット市場における消費者の嗜好、規制要件、競争ダイナミクスを明らかにす
る徹底的な市場調査を行わなければなりません。それによって、現地の需
要に合わせて商品をカスタマイズし、規制を順守することができます。

さらに、現地の小売業者や流通業者と戦略的提携を結び、市場インサイトを
得て、流通ネットワークを強化するべきです。現地ブランドとのコラボレ
ーションは、ブランドの認知度と信頼を確立する上で役立つ可能性があり
ます。

輸出業者は、商品の調達と製造のプロセスにおける持続可能性と透明性を
強調するべきです。世界中の消費者は、エシカルかつサステナブルな慣行
をますます重視するようになっており、そうした側面を強調することで、競
争の激しい市場で商品の差別化を図れます。

その一方で、輸出業者は、現地の消費者の共感を得られるような強力なマー
ケティング戦略やブランド戦略の開発にも努めるべきです。プライベート
ブランド商品の品質、価値、独自の特性を強調することは、消費者との信頼
関係を築き、愛着を抱いてもらう上で役立つでしょう。

食品・飲料業界のプライベートブランドは、著しい成長と変革を遂げていま
す。消費者の嗜好の変化、小売業者の戦略的な取り組み、革新的な商品に後
押しされ、プライベートブランドは市場の状況を変えつつあります。この
ことが、米国企業に国内外における多くのチャンスをもたらしています。
米国の輸出業者は、市場ダイナミクスを理解し、革新に投資し、持続可能性
を強調することで、プライベートブランド商品に対する需要の高まりに対
応できます。



Super Market Trade Show (SMTS)
Tokyo, Japan – February 12-14, 2025

Gulfood
Dubai, United Arab Emirates – February 17-21, 2025

FOODEX Japan
Tokyo, Japan – March 11-14, 2025

VIV Asia
Bangkok, Thailand – March 12-14, 2025

Expo ANTAD & Alimentaria
Guadalajara, Mexico – March 25-27, 2025

FHA-Food & Beverage
Singapore – April 8-11, 2025

ANUGA Select Brazil
Sao Paulo, Brazil – April 8-10, 2025

SIAL Canada
Toronto Canada – April 29-May 1, 2025

Zoomark International
Bologna, Italy – May 6-8, 2025

HOFEX
Hong Kong – May 14-16, 2025

SIAL China
Shanghai, China – May 19-21, 2025

Thaifex ANUGA
Bangkok, Thailand – May 27-31, 2025

Seoul Food & Hotel
Seoul, Korea – June 10-13, 2025

Food Taipei
Taipei, Taiwan – June 25-28, 2025

China Fisheries Show
Qingdao, China – September 3-5, 2025

Fine Food Australia
Sydney, Australia – September 8-11, 2025

Seafood Expo Asia
Singapore – September 11-13, 2025

Food Tech Summit & Expo
Mexico City, Mexico – October 3-4, 2025

ANUGA
Cologne, Germany – October 4-8, 2025
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Featured U.S. Midwest & Northeast State Profiles

Food Export will be at these international 
trade shows in 2025!
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米国中西部・北東部食品輸出協会は
2025年に以下の国際展示会に出展します！

米国中西部・北東部の特徴

スーパーマーケット・トレードショー（SMTS）
2025年2月12日～ 14日（東京）

ガルフード（Gulfood）
2025年2月17日～ 21日（アラブ首長国連邦・ドバイ）

FOODEX JAPAN／国際食品・飲料展
2025年3月11日～ 14日（東京）

VIVアジア（VIV Asia）
2025年3月12日～ 14日（タイ・バンコク）

エキスポ・アンタッド＆アリメンタリア（Expo ANTAD & 
Alimentaria）
2025年3月25日～ 27日（メキシコ・グアダラハラ）

フード＆ホテル・アジア（Food & Hotel Asia）
2025年4月8日～ 11日（シンガポール）

アヌーガ・セレクト・ブラジル（Anuga Select Brazil）
2025年4月8日～ 10日（ブラジル・サンパウロ）

シアル・カナダ（SIAL Canada）
2025年4月29日～ 5月1日（カナダ・トロント）

ズーマーク・インターナショナル（Zoomark International）
2025年5月6日～ 8日（イタリア・ボローニャ）

HOFEX
2025年5月14日～ 16日（香港）

シアル・チャイナ（SIAL China）
2025年5月19日～ 21日（中国・上海）

タイフェックス・アヌーガ・アジア（THAIFEX – Anuga Asia）
2025年5月27日～ 31日（タイ・バンコク）

ソウル フード＆ホテル（Seoul Food & Hotel）
2025年6月10日～ 13日（韓国・ソウル）

台北国際食品展覧会（Food Taipei）
2025年6月25日～ 28日（台湾・台北）

China Fisheries Show
2025年9月3日～ 5日（中国・青島）

ファイン・フード・オーストラリア（Fine Food Australia）
2025年9月8日～ 11日（オーストラリア・シドニー）

シーフード・エキスポ・アジア（Seafood Expo Asia）
2025年9月11日～ 13日（シンガポール）

フード・テック・サミット＆エキスポ（Food Tech Summit & Expo）
2025年10月3日～ 4日（メキシコ・メキシコシティ）

アヌーガ（Anuga）
2025年10月4日～ 8日（ドイツ・ケルン）
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アバ・インダストリーズ（Abba Industries）

ミシガン州プリマス

40年以上の歴史を誇るレシピを有するアバ・インダストリーズは、天然で、栄養
価が高く、風味豊かで、機能性に優れた、ジンジャー飲料／濃縮飲料／ウェルネ
ス飲料を提供しています。ベストセラー商品には、マイルドな「ジンジャー・ク
エンチャー（Ginger Quencher）」、スパイシーな「ジンジャー・リフレッシャー
（Ginger Refresher）」、ユニークな「ジンジャー・ハイビスカス（Ginger Hibiscus）」
などのフレーバーがあります。12オンス（355ml）、59オンス（1.75L）、5ガロン
（19L）のサイズを取りそろえており、オーガニック／健康食品店、食料品店、ス
ーパーマーケット、デリ／テイクアウトを取り扱っているカフェ、フードサービ
ス、ガソリンスタンド、大学、ホテル、レストラン、醸造所、蒸留所、ワイナリ
ーで冷蔵商品として販売されています。現在、海外の販売パートナーを募集して
います。

天然 | 本物の原料 | 本物のおいしさ | 保存料不使用 | 人工着色料不使用 | 人工香料
不使用 | 非遺伝子組換え作物 www.abbasuperstore.com

アンダーソン・インターナショナル・フーズ
（Anderson International Foods）

ニュージャージー州ジャージーシティ

「シンシアリー・ブリジット（Sincerely, Brigitte）」は、ブリジット・ミズラヒ
（Brigitte Mizrahi）が生み出した商品です。ブリジットは、高級チーズへの情熱を
抱き、食品業界において代わり映えしない分野を大胆で革新的な風味と遊び心の
あるものに変革するというビジョンを掲げました。「シンシアリー・ブリジット」
の商品は、ウィスコンシン州の小規模な酪農場から調達した rBST（成長ホルモン
剤）不使用の高級牛乳、植物性レンネット、新鮮な原料を使用しています。当社
は、新鮮で独特な味わいをお届けしていることに誇りを持っています。「シンシア
リー・ブリジット」は、伝統を受け継ぎ、甘さ、スパイシーさ、香りを組み合わ
せた新しい味わいを生み出し、心が躍るようなチーズを提供しています。すべて
のチーズがコーシャ認証（OK）とハラール認証（Etimad）を取得しています。
www.aifoods.com

アントニ・ラビオリ＆パスタ 
（Antoni Ravioli & Pasta Co. Inc.）

ニューヨーク州マサペクア

アントニ・ラビオリ＆パスタは、75年にわたり、最高品質のラビオリ、パスタ、
麺類を生産してきました。当社は、プライベートブランド向け、フードサービス
向け、小売業者向けの商品を手掛けています。

どの企業も最高の商品を提供していることをうたっていますが、アントニ・ラビ
オリ＆パスタは75年にわたる実績ですべてを物語っています。商品については、
米国のジーン･サウチ（Gene Saucci）まで、電話（+1-516-799-0355または+1-
516-263-5544）かメール（saucci@optonline.net）にてお問い合わせください。

コロンブス・ベジタブル・オイルズ 
（Columbus Vegetable Oils）

イリノイ州デスプレーンズ

コロンブス・ベジタブル・オイルズは、約300種類の食用油、ショートニング、ソ
ース、ドレッシング、ディップソースのサプライヤーです。4代続いている当社
は、女性経営企業の認定を受けており、優れた顧客サービス、迅速な加工、競争
力のある価格を提供しています。イリノイ州デスプレーンズとネバダ州リノの配
送施設はいずれも食品の安全性と品質に関する著名なSQF認証を取得済みで、最
高品質の原料を調達し、社内で厳格なラボテストを実施していることを証明して
います。ブランドには、「ブッチャー・ボーイ（Butcher Boy）」、「マイクズ・ブ
ランド（Mike’s Brand）」、「サンライズ・ショートニング（Sunrise Shortening）」、
「ネイチャーズ・シークレット（Nature’s Secret）」、「ソレントズ・オリーブオイ
ル（Sorrento’s Olive Oil）」、「ソーパーズ・チョイス（Soaper’s Choice）」など
があり、プライベートブランドにも対応しています。当社は、90年近くにわたっ
てお客様の信頼できるパートナーであり続けています。詳しくは、www.cvoils.
comをご覧ください。

こちらに掲載の商品またはその他の商品について
詳細をご希望の方はFoodLink＠foodexport.orgまで
お問い合わせください。

http://www.foodexport.org
http://www.cvoils.com
http://www.cvoils.com
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カルバー・ダック・ファームズ 
（Culver Duck Farms Inc.）

インディアナ州ミドルベリー

カルバー・ダック・ファームズは、アヒル業界において広く知られている企業で、
長い歴史を誇り、品質、動物福祉、持続可能性に真摯に取り組んでいます。アヒ
ル養殖業界をリードすることを目指して創業され、長年にわたって大規模な成長
を遂げてきました。1959年にハーブ・カルバー・ジュニア（Herb Culver Jr.）と
ハワード・フィリップス（Howard Phillips）が世界最大のアヒルふ化場を建設し
てから、年間300万羽のアヒルのひなを生産するまでになり、数々の実績を残し
てきました。

カルバー・ダック・ファームズは、北米で唯一アメリカン・ヒューメイン認証を
取得しており、動物福祉に取り組んでいることを示しています。当社のホワイト
ペキンダックは、広々とした納屋で飼育されているため自由に歩き回ることがで
き、健康を確保する環境で飼育されています。このアプローチは、当社のアヒル
の品質の高さと引き締まった体に寄与しているだけでなく、信頼、チームワーク、
誠実さ、コミットメント、尊重といった当社の中核を成す価値観とも一致してい
ます。

DnDメディタレイニアン・フーズ 
（DnD Mediterranean Foods LLC）

オクラホマ州オクラホマシティ

米国に本社を置く当社は、カリフォルニア産のナッツを、欧州、北アフリカ、中
東に輸出しています。4世代にわたって培ってきた、ピスタチオ、アーモンド、ク
ルミに関する専門知識で業界をリードしています。

ナッツやドライフルーツの他に、オクラホマシティで米国製のゴマペーストも生
産しています。当社は、世界中の大手フムスブランドや米国の小売りブランドに
商品を提供している主要サプライヤーです。

ファンシーパンツ・ベーキング・カンパニー
（Fancypants Baking Company）

マサチューセッツ州ウォルポール

「ファンシーパンツ（Fancypants）」は、本物の高級原料を使用し、ひねりを効か
せたぜいたくな味わいのおいしいクリスピークッキーを作っている、女性経営企
業のブランドです。2004年にモーラ・ドゥーガン（Maura Duggan）によって創
業されたファンシーパンツ・ベーキング・カンパニーは、デコレーションクッキ
ーの会社としてスタートし、ぜいたくなクリスピークッキーのブランドへと進化
を遂げました。放課後にモーラが祖母と一緒に作っていた手作りクッキーにイン
スピレーションを得ている「ファンシーパンツ」は、クラシックな親しみやすさ
がありつつ、特別なひねりが加えられた斬新な味わいです。最初のアップサイク
ルクッキーの一つである「ファンシーパンツ」は、アップサイクルされたオート
麦粉を使用して焼き上げるなど、持続可能性に取り組んでおり、食品廃棄物ゼロ
のブランドであることを誇りに思っています。こちらに掲載の商品またはその他の商品について

詳細をご希望の方はFoodLink＠foodexport.orgまで
お問い合わせください。

エンドレス・ウェスト（Endless West）

ミシガン州デトロイト

輸出向けのバルクスピリッツ、濃縮スピリッツ、パッケージ入りブランドのパー
トナーであるエンドレス・ウェストと共に、世界市場での可能性を広げましょう。
当社は、ポートフォリオの拡大や新規事業の立ち上げなど、お客様のビジネスに
合わせたソリューションの提供を専門としており、他社の追随を許さない柔軟な
対応を可能にします。当社の商品は、IBCトートや ISOコンテナでのバルク提供
が可能です。または、当社の多様なパッケージ入りスピリッツやRTD（ready-to-
drink）カクテルの中から商品をお選びいただき、世界各地へ発送することもでき
ます。基準に合わせた調合や独自のフレーバー設計が必要な場合にも対応可能です。
エンドレス・ウェストを利用することで、生産コストの削減やサプライチェーン
の簡素化を実現でき、無限の可能性を引き出せます。

http://www.foodexport.org
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フライ・クリスプ・フード・プロダクツ 
（Fry Krisp Food Products Inc.）

ミシガン州ジャクソン

高品質の衣、パン粉、調味料で知られる「フライ・クリスプ（Fry Krisp）」はこ
のたび、便利なパウチ入りの新しい小売商品を発売します。この革新的なパッケ
ージは、シェフや料理愛好家が好む高品質でサクサクした衣をご家庭のキッチン
に直接お届けできるよう設計されています。リシーラブルで実用的なこのパウチ
は、食事のたびに新鮮さと使いやすさを保ちます。ご家庭でレストラン品質の揚
げ物を楽しみたい方にぴったりの「フライ・クリスプ」の新しいパッケージは、汚
れず、手間もかからずに、完璧なクリスピー仕上げを簡単に実現できます。鶏肉
でも、魚でも、野菜でも、このパウチなら最小限の手間で風味と食感を高められ
ます。キッチンでの卓越性を保ち続けている「フライ・クリスプ」が、日々の料
理でもさらに使いやすくなりました。

フュージョン・グルメ・フーズ 
（Fusion Gourmet Foods, LLC）

ミシガン州ウィクソム

「ON A DATE」は、より素晴らしいスナック体験を得られる、おいしいグルメス
ナックです。なめらかでクリーミーなタヒニやピーナツバター、上質なミルク、濃
厚なダークチョコレートを、高品質の米国産オーガニックメジョールデーツと組
み合わせれば、甘さと風味の絶妙なバランスに味覚が刺激されるでしょう。

「ON A DATEタヒニ＆コーヒー（ON A DATE Tahini & Coffee）」は先頃、栄えあ
るsofiアワードのナッツ／シード／トレイルミックス／ドライフルーツ部門で2024
年度の金賞を獲得しました。

フュージョン・エピキュール（Fusion Epicure）は、スペシャルティフードメー
カーとして、加工食品を排除し、健康に良い原料にこだわった、おいしくてヘル
シーなスナックを作ることを目指しています。

ヘリポニックス（Heliponix, LLC）

インディアナ州エバンズビル

「アニュー（Anu™）」は、新鮮な農産物の栽培を簡素化することに重点を置いた
ヘルス＆ウェルネスのブランドです。当社の技術である「ロータリー・エアロポ
ニックス（Rotary Aeroponics®）」は、「植物のためのネスプレッソ（Nespresso 
for plants）」モデルに対応し、無駄を削減しながら、栄養、風味、食品安全性の
新たな基準を確立する農産物「ピュア・プロデュース（Pure Produce®）」の栽培
を支援するシードポッドのサブスクリプションサービスを提供しています。パデ
ュー大学出身の元NASAエンジニアが立ち上げた「アニュー」は、ご家庭や商業
スペースでの持続可能な屋内農法を後押ししています。米国国立科学財団と米国
農務省の助成金を受けている「アニュー」は、AIを活用したLEDアルゴリズムを
用いて、毎日の収穫を楽にし、環境への影響を最小限に抑えながら、地元産かつ
無農薬で栄養価の高い食品生産を推進しています。

ショーミー・バーベキュー・ソース 
（Show-Me BBQ Sauce, LLC）

ミズーリ州ロッチポート

「ショーミー・バーベキュー・ソース（Show-Me® Bar-B-Q Sauce）」は、50年近
くにわたり、数種類のシンプルな原料ですべてを提供できることを証明してきま
した。ミズーリ州の中心部に根差した3種類のソースと5種類の調味料は、米国中
西部の定番商品でありながら、米国50州と世界11カ国のキッチンのほか、多くの
軍事基地の厨房で使用されています。当社の商品は常温保存が可能で冷蔵が不要
であるため、裏庭でグリルをする人からバーベキューのピットマスターまで、誰
もが風味豊かなクラシックな味わいを楽しむことができます。当社は家族経営企
業として、言葉や文化の壁を超える本当に大切なことは、愛する人たちと一緒に
食事を楽しむ時間であることを理解しています。当社は伝統に育まれ、新たな味
わいの探求に突き動かされています。商品を作るのは当社ですが、思い出に残る
ひとときを生み出すのは食を愛する方々です。

冷蔵不要 | グルテンフリー | 保存料不使用 | 増量剤不使用

こちらに掲載の商品またはその他の商品について
詳細をご希望の方はFoodLink＠foodexport.orgまで
お問い合わせください。

http://www.foodexport.org
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ロビンズ・スナック・グループ（Robin’s Snack Group）
商号：グランパパズ・スナック・カンパニー
（Grandpapa’s Snack Company）

ミシガン州ハムトラムク

グランパパズ・スナック・カンパニーは、女性経営企業であり、天然の原料を使
用したスナックのメーカーです。当社の商品には、人工着色料や人工香料は使用
されていません。当社は、さまざまな形状、サイズ、フレーバーの押し出しスナ
ックを製造しています。当社は、商品のおいしさと品質に誇りを持っており、品
質を最高水準に保っています。当社では、本物のチーズを使用し、スナックを焼
いているだけです。これは、従来のフライ製法よりもヘルシーな製法です。これ
により、競合他社とは一線を画す独特の風味と品質を実現させています。すでに
オセアニアや中東の市場に輸出しており、10月には米国の大手チェーン店で販売
される予定です。

当社は、消費者の皆さまに高品質のスナックをお届けできることを誇りに思って
います。

スモークン・マジック（Smoke’n Magic）

ミズーリ州グレインバレー

スモークン・マジックは、家族や友人たちと過ごしてきた数え切れない料理の時
間を経て生まれた大胆で風味豊かな調味料とソースで、人々を結び付けます。そ
のブレンドは、それぞれの肉の自然なおいしさを引き立てるように作られており、
ブリスケットには豊かなうまみを、チキンには甘辛いアクセントを、ポークには
甘みのある後味を加えます。グリルでも燻製でも、あるいはどのような調理器で
も、スモークン・マジックの商品は、ダイナミックで風味豊かな体験をもたらし
ます。驚くほど肉がおいしくなるだけでなく、見栄えも良くなり、まさに魔法の
ような料理体験を実現します。さあ、魔法をかけましょう！

ヴァン・ホルテン（Van Holten’s）

ウィスコンシン州ウォータールー

ヴァン・ホルテンは、「ピクル・イン・ア・パウチ（Pickle-In-A-Pouch）」の製造
を手掛けています。さまざまなフレーバーを取りそろえているため、地元の子ど
もから、おじいちゃんとおばあちゃんまで、誰もがおいしさを楽しめるお菓子が
見つかるでしょう。カリスマ性のあるキャラクターが施された商品は、持ち運び
にもぴったりです。ピクルスは、塩水を加えて1個ずつ個包装し、ジューシーな
スナックに仕上げています。ヴァン・ホルテンのピクルスは、グルテンや脂肪を
含まず、低カロリーかつケトフレンドリーで、健康志向のスナックです。「ピク
ル・イン・ア・パウチ」は12個入りで、賞味期限は2年です。冷蔵保存の必要は
ありません。

こちらに掲載の商品またはその他の商品について
詳細をご希望の方はFoodLink＠foodexport.orgまで
お問い合わせください。

アプトンズ・ナチュラルズ（Upton’s Naturals）

イリノイ州シカゴ

2006年に創業したアプトンズ・ナチュラルズは、米国トップの売上高を誇るセイ
タン（グルテンミート）ブランドです。当社の商品は、イリノイ州シカゴで、香
料、着色料、保存料を加えず、シンプルな原料を使用して、誇りを持って製造さ
れています。セイタン、ジャックフルーツ、バナナブロッサム、ビーガン向け缶
入りスープなど、輸出用に幅広い商品を提供しています。アプトンズ・ナチュラ
ルズの商品なら、ビーガンでも、ベジタリアンでも、お肉を少し控えたいだけの
方でも、おいしくて健康的な植物由来の食事をご家庭で簡単に作ることができま
す。詳しくは、uptonsnaturals.com/wholesaleをご覧ください。

http://www.foodexport.org


U.S. dockworkers and port operators reached a deal 

that promptly ended their three-day strike recently. 

The tentative agreement includes a wage hike of nearly 62% 

across six years, reported Reuters. 

CPG companies have begun viewing single-portion 

meals, small snacks, and sippable soups as strategies 

to appeal to GLP-1 users. Executives no longer see the 

weight-loss drugs as an existential threat but rather a new 

diet to produce food for, reported Bloomberg. 

At a recent International Foodservice Distributors 

Association (IFDA) conference, stakeholders 

considered AI’s industry impact. Topics included supply 

chain dynamics, tech-enabled safety measures, and the need 

for in-person connectivity.

Consumer snacking has evolved significantly in the 

last few years, driven by a greater focus on nutrient 

density and one’s emotional connection to food. This 

shift has accelerated the demand for healthier snacks that 

can offer both pleasure and functionality. 

Once reserved for astronauts and the military, 

freeze-dried candy is now a growing trend in the 

confectionery market. By leveraging proprietary freeze-

drying technology, one company creates highly textured 

candies that have garnered a devoted following.  

Consumer demand is driving innovation in allergen-

free candy. As the demand for allergen-free products surges, 

brands are moving beyond dairy and gluten-free candy to 

offer options that cater to a growing consumer base with 

multiple food allergies, reported Confectionery News. 

Pumpkin-flavored products continue to win the hearts 

of shoppers, contributing to impulse purchases and growing 

demand, according to a report from Grocery Doppio. 

The supersized sandwich is on the rise in U.K. 
restaurants, packing colossal amounts of carbs in 
every order. American-style XXL sandwiches have been 

gaining traction in cities like London and Edinburgh, reported 

The Guardian. 

Innova Market Insights data indicates there was a 29% 
increase in plant-based packaging claims from July 
2019 through June 2024. Dairy was the leading category, 

representing 23% of launches from July 2023 to June 2024, 

but the use of plant-based packaging also increased for other 

categories, such as confectionery, reported Packaging Insights. 

Domino’s “emergency pizza” deal powered a surge 
of orders and brought millions of new members to its 
loyalty program. The company spent two years fine-tuning 

the marketing deal to ensure profitability and that customers 

could not game the system, reported The Wall Street Journal.  

Non-alcoholic beer is gaining momentum — even at 
the world’s most famous beer festival, the original 
Oktoberfest in Germany. NA brews now account for 10% 

of the total volume at Weihenstephan, the world’s oldest 

brewery, reported The Associated Press. 

A Trax survey of 12,000 consumers revealed that 92% 
tend to stick to their favorite candy brands, while 75% 

take a more spontaneous approach to candy shopping. In 

addition, 68% of respondents said that retail store displays 

heavily influence their candy purchases.
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米国港湾労働者と港湾管理会社が合意に達し、
3日間に及んだストライキが速やかに終結
ロイター（Reuters）によると、暫定合意には6年間で約62%
の賃上げが含まれています。

消費者向けパッケージ商品企業が、GLP-1ユーザーへの
訴求戦略として、1食分の食事、小さなスナック、一口サイ
ズのスープの検討を開始
ブルームバーグ（Bloomberg）によると、経営陣はもはや肥
満症治療薬を、存続が脅かされる脅威ではなく、むしろ食品
を生み出す新たな食事と捉えています。

国際外食産業流通協会の会議で
AIが業界に与える影響について検討
サプライチェーンダイナミクス、技術を活用した安全対策、
対面でのつながりの必要性などが議題に挙げられました。

栄養素密度や食と感情のつながりへの関心の高まりから
消費者の間食が大きく変化
この変化により、楽しさと機能性の両方を提供できる健康
志向スナックの需要が増加しています。

宇宙飛行士や軍隊向けだった
フリーズドライ菓子の人気が市場で上昇中
ある企業が、独自のフリーズドライ技術を駆使して食感の
良い菓子を開発し、ファンを獲得しています。

消費者需要がアレルゲンフリー菓子の革新を後押し
コンフェクショナリー・ニュース（Confectionery News）に
よると、アレルゲンフリー商品の需要が急増する中、各ブラ
ンドが、乳製品やグルテンフリー菓子だけでなく、複数の食
物アレルギーを抱える消費者層の増加に対応した商品を提
供しています。

パンプキン風味の商品を買い物客が引き続き支持
グローサリー・ドッピオ（Grocery Doppio）によると、パン
プキン風味の商品の衝動買いや需要の増加が生じています。

英国のレストランで炭水化物をたっぷり挟んだ
特大サンドイッチの人気が上昇中
ガーディアン（The Guardian）によると、ロンドンやエディ
ンバラなどの都市で、米国スタイルの特大サンドイッチが
人気を集めています。

2019年7月から2024年6月にかけて
植物由来パッケージが29%増加
イノーバ・マーケット・インサイツ（Innova Market 
Insights）のパッケージング・インサイツ（Packaging 
Insights）によると、主力カテゴリーは乳製品で、2023年7月
から2024年6月までに発売された商品の23%を占めてい
ましたが、菓子などのカテゴリーでも植物由来のパッケー
ジの使用が増えました。

ドミノ・ピザ（Domino's Pizza）は「緊急ピザ」で注文を
急増させ数百万人の新規会員を獲得
ウォール・ストリート・ジャーナル（The Wall Street 
Journal）によると、ドミノ・ピザは2年を費やしてマーケテ
ィング取引の微調整を行い、収益性を確保しつつ、顧客がシ
ステムを悪用できないようにしました。

世界で最も有名なドイツのビールイベント「オクトーバーフ
ェスト」でもノンアルコールビールの人気が増加
アソシエイテッド・プレス（The Associated Press）による
と、世界最古のビール醸造所であるヴァイエンシュテファ
ンでは、現在ノンアルコールビールが全生産量の10%を占
めています。

消費者の92%がお気に入りの菓子ブランドに
こだわる傾向あり
消費者1万2,000人を対象としたトラックス（Trax）の調査
によると、消費者の75%が菓子を購入する際に自発的なア
プローチを取っていることが明らかになったほか、68%が
小売店の陳列が菓子の購入に大きく影響すると回答してい
ます。
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